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※
当
初
予
算
？
・
・
・
新
年
度
が
始
ま
る
前
に
、
年
度
内
（
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月
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末
ま
で
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に
お
け
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入
と
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出
を
見
積
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っ
た
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。
予
算
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
る
。

全 10 会計

会　計　別 予算額
前年度 比較

金額 増減率

一 般 会 計 250 億 0,000 14 億 1,300 6.0

特

別

会

計

国民健康保険（事業） 55 億 3,911 △ 13 億 0,905 △ 19.1

国民健康保険（直診） 1 億 4,465 128 0.9

後期高齢者医療保険 5 億 2,555 5,033 10.6

下 水 道 16 億 8,351    2 億 0,941 14.2

農 業 集 落 排 水 2 億 7,613 △ 5 億 3,805 △ 66.1

戸 別 浄 化 槽 2,635 △ 5,727 △ 68.5

霊 園 2,314 326 16.4

介 護 保 険 （ 事 業 ） 38 億 3,251 2 億 5,069 7.0

介護保険（サービス） 316 △ 54 △ 14.7

小 計 120 億 5,411 △ 13 億 8,994 △ 10.3

企

業

会

計

水 道

収益的
収入 8 億 1,882 1,218 1.5

支出 7 億 8,128 △ 1,138 △ 1.4

資本的
収入 6 億 4,862 5 億 3,218 457.0

支出 12 億 7,574 4 億 7,764 59.8

病 院

収益的
収入 2 億 0,102 △ 194 △ 1.0

支出 1 億 9,307    △ 193 △ 1.0

資本的
収入 4,991 0 0.0

支出 6,546 1,009 18.2

小 計
収　入 17 億 1,837 5 億 4,242 46.1

支　出 23 億 1,555 4 億 7,442 25.8

歳 入 （ 収 入 ） 計 387 億 7,248 5 億 6,548 1.5

歳 出 （ 支 出 ） 計 393 億 6,966 4 億 9,748 1.3

（単位：万円・％、構成・増減率：△：減、小数点第 2 位を四捨五入）

平成 30 年 第 1 回 定例会
　　平成 30 年度当初予算を含む 55 議案等を審議

　
●主な事業

（★は、ダイヤモンドシティ・プロジェクト掲載事業）

★ふるさと寄附金事業
　【事業費：7,918 万円】　

（新規）　
★女性活躍推進事業
　  【事業費：100 万円】　　　　　

（新規）　
★第 1 回全国ヨーグルトサミットin ‘小美玉’
　  【事業費：4,543 万円】　　　　　　　　　

★「夢先生」派遣事業　
　  【事業費：290 万円】　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★学校規模・学校配置適正化事業　
　  【事業費：14 億 7,370 万円】　

★玉里地区地籍調査事業
　  【事業費：5,627 万円】

★広域幹線道路整備事業　　
　  【事業費：12 億 5,902 万円】　

★ JR 羽鳥駅及び駅前広場整備事業
　  【事業費：18 億 3,910 万円】

　平成 30 年の第１回定例会が３月２日から 23 日までの 22 日間の会期で開かれ、平成 30 年度の当初

予算など 55 件（報告 1 件・条例 21 件・補正予算 10 件・新年度予算 10 件・その他 8 件・人事案件 3 件・

請願 1 件・陳情 1 件）の議案等について審議しました。



3
議会広報おみたま 第 49 号

　 当初予算

一般会計

財 源 別
予算額 前年度 比較

金額 構成 金額 増減率

自 主 財 源 93 億 1,169 37.3 △ 5,102 △ 0.5

市 税 62 億 5,338 25.0 5,487 0.9

繰入金ほか 30 億 5,831 12.3 △ 1 億 0,589 △ 3.3

依 存 財 源 156 億 8,831 62.7 14 億 6,402 10.3

地方交付税 41 億 9,000 16.8 　1 億 9,000 4.8

国県支出金 65 億 3,271 26.1 4 億 2,092 6.9

市 　 債 34 億 8,660 13.9 8 億 0,710 30.1

地方譲与税 3 億 0,200   1.2 0 0.0 

交 付 金 11 億 7,700 4.7 4,600 4.1

歳 入 計 250 億 0,000 100 14 億 1,300 6.0

（単位：万円・％、構成・増減率：△：減、小数点第 2 位を四捨五入）

一般会計

性 質 別
予算額 前年度 比較

金額 構成 金額 増減率

義 務 的 経 費 98 億 9,785 39.6 4,146 0.4

人 件 費 38 億 1,729 15.3 △ 9,038 △ 2.3

扶 助 費 39 億 2,120 15.7 6,605 1.7

公 債 費 21 億 5,936 8.6 6,579 3.1

投 資 的 経 費 63 億 4,200 25.4 13 億 2,257 26.3

普通建設費 63 億 4,200 25.4 13 億 2,257 26.3

そ の 他 経 費 87 億 6,015 35.0 4,897 0.6

物 件 費 30 億 5,023 12.2 △ 2 億 3,320 △ 7.1

補 助 費 等 29 億 5,034 11.8 2 億 0,401   7.4

繰 出 金 24 億 8,836 9.9 3,916 1.6

そ の 他 2 億 7,122 1.1 3,900 16.8

歳 出 計 250 億 0,000 100 14 億 1,300 6.0

（単位：万円・％、構成・増減率：△：減、小数点第 2 位を四捨五入）

一般会計

目 的 別
予算額 前年度 比較

金額 構成 金額 増減率

議 会 費 2 億 0,157 0.8 △ 41 △ 0.2

総 務 費 24 億 7,540 9.9 △３億 9,768 △ 13.8

民 生 費 68 億 2,509 27.3 6,807 1.0

衛 生 費 19 億 1,896 7.7 2 億 3,985 14.3

農林水産業費 9 億 6,534 3.9 1,306 1.4

商 工 費 2 億 7,525 1.1 393   1.4

土 木 費 51 億 9,824 20.8 5 億 2,129 11.1

消 防 費 11 億 9,562 4.8 △ 5,611 △ 4.5

教 育 費 36 億 0,413 14.4 9 億 0,827 33.7

公 債 費 21 億 5,936 8.6 6,579 3.1

そ の 他 1 億 8,104 0.7 4,694 35.0

歳 出 計 250 億 0,000 100 14 億 1,300 6.0

（単位：万円・％、構成・増減率：△：減、小数点第 2 位を四捨五入）
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No 議　　　　　　案 結
果

■ 29 年度   補正予算（10 件）
23 一般会計 （第４号）

可

決

[ 補正額 ]　△ 6 億 5,973 万 2 千円 　　[ 補正後額 ]　238 億 6,715 万 6 千円

24 国民健康保険特別会計（第４号） [ 事業勘定　補正額 ]　△ 2 億 7,302 万 9 千円　　[ 補正後額 ]　65 億 8,438 万 4 千円
[ 直診勘定（白河診療所）　補正額 ]　△ 1,006 万 6 千円　　[ 補正後額 ]　1 億 3,499 万円

25 後期高齢者医療保険特別会計（３号） [ 補正額 ]　634 万 6 千円　　[ 補正後額 ]　4 億 9,274 万 2 千円

26 下水道事業特別会計（３号） [ 補正額 ]　△ 5,467 万 2 千円　　[ 補正後額 ]　14 億 1,978 万 3 千円

27 農業集落排水事業特別会計（３号） [ 補正額 ]　△ 3,616 万 5 千円　　[ 補正後額 ]　7 億 6,845 万 4 千円

28 戸別浄化槽事業特別会計（３号） [ 補正額 ]　△ 2,752 万 9 千円　　[ 補正後額 ]　5,629 万 4 千円

29 霊園事業特別会計（２号） [ 補正額 ]　△ 540 万円　　[ 補正後額 ]　1,653 万円 

30 介護保険特別会計（３号） [ 事業勘定　補正額 ]　4,662 万 7 千円　　[ 補正後額 ]　37 億 4,234 万 9 千円
[ 介護サービス勘定　補正額 ]　16 万 7 千円　　[ 補正後額 ]　504 万 7 千円

31 水道事業会計（２号）
[ 収益的支出補正額］ 　△ 693 万 2 千円　　[ 補正後額］  　7 億 8,170 万 6 千円
[ 資本的収入及び支出補正額］（収入）　822 万 9 千円（支出）　△ 11 万 9 千円
[ 補正後額 ] （収入）　1 億 2,467 万 1 千円（支出）　7 億 9,798 万 3 千円

49 一般会計 （第 5 号） [ 補正額 ]　1,294 万３千円 　　[ 補正後額 ]　238 億 8,009 万９千円

■ 30 年度 当初予算（９件）

33 国民健康保険特別会計

可

決

[ 事業勘定 ]　55 億 3,910 万 8 千円（前年度比：19.1% ↓）    
[ 直診勘定（白河診療所）]　1 億 4,464 万 5 千円 （前年度比：0.9% ↑）

34 後期高齢者医療保険特別会計 　5 億 2,554 万 6 千円（前年度比：10.6% ↑） 

35 下水道事業特別会計 　16 億 8,350 万 7 千円（前年度比：14.2% ↑） 

36 農業集落排水事業特別会計 　2 億 7,613 万 3 千円（前年度比：66.1% ↓）

37 戸別浄化槽事業特別会計 　2,634 万 7 千円（前年度比 68.5% ↓） 

38 霊園事業特別会計 　2,314 万 3 千円（前年度比：16.4% ↑）

39 介護保険特別会計（事業勘定・介護サービス勘定） 事業勘定　38 億 3,251 万 4 千円（前年度比：7.0% ↑）
介護サービス事業勘定　316 万 3 千円（前年度比：14.7% ↓）   

40 病院事業会計

[ 収益的収入及び支出 ] 収入　  2 億 102 万 2 千円、支出 　1 億 9,306 万 8 千円 
[ 資本的収入及び支出 ] 収入　4,990 万 9 千円、支出　 6,546 万 1 千円
 ＊資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額　1,555 万 2 千円は、当年度分 
損益勘定留保資金により補てんするもの。

41 水道事業会計

[ 収益的収入及び支出 ] 収入　 8 億 1,882 万 3 千円、支出　 7 億 8,127 万 9 千円
[ 資本的収入及び支出 ] 収入　 6 億 4,862 万 2 千円、支出 　12 億 7,574 万円
 ＊資本的収入額が支出額に対して不足する額　6 億 2,711 万 8 千円は、消費税資
本的収支調整額、過年度及び当年度 損益勘定留保資金により補てんするもの。

■その他（８件）
1 第２次総合計画基本構想を定めることについて

可

決

小美玉市自治基本条例第 13 条の規定に基づき、H30 から H39 年度までの行政運営
の最上位計画として基本構想を策定するもの

42 公の施設の広域利用に関する協定について（県央） 小美玉市と水戸市、笠間市、ひたちなか市、那珂市、茨城町、大洗町、城里町及び
東海村の対象施設の変更に伴い、改めて協定を定めるもの

43 公の施設の広域利用に関する協定について（近隣） 小美玉市と石岡市、行方市及び茨城町の対象施設の変更に伴い、改めて協定を定め
るもの

44 医療センター移譲先団体の決定について 移譲先団体を決定するもの

45 指定管理者の指定について 小美玉市小川海洋センターを管理する指定管理者を指定するもの

46 市道路線の廃止について 市道美 1492 号線を廃止するもの

47 和解について 修理不能とされた地域循環バスについて、時価額相当の損害賠償で解決するもの

48 和解について 損壊された下水道流量計について、時価額相当の損害賠償で解決するもの

■人事案件（３件）
１ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

適

任

任期満了に伴い、柳澤 よしえ氏を再推薦するもの

２ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 任期満了に伴い、長谷川 光男氏を再推薦するもの

３ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 任期満了に伴い、藤井 明良氏を再推薦するもの

■報告（1 件）

１ 専決処分の承認を求めることについて 承
認

地方自治法第 179 条第 1 項の規程に基づき、損害賠償に係る和解及び額の決定を専
決処分したもの

審議結果
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平成 30 年第１回定例会　審議結果等一覧（全 55 件）
　 審議結果
※ 

議
長
は
採
決
に
参
加
し
ま
せ
ん
。　

【賛否が分かれた議案】

No 議案に対する賛否
（賛成：○・反対：●・欠席：ー）

議
決
結
果

村
田  

春
樹

鈴
木  

俊
一

木
村  

喜
一

植
木  

弘
子

石
井  　

旭 

幡
谷  

好
文

谷
仲  

和
雄

長
島  

幸
男

岩
本  

好
夫

福
島  

ヤ
ヨ
ヒ

藤
井  

敏
生

小
川  

賢
治

大
槻  

良
明

関
口  
輝
門

笹
目  
雄
一

大
和
田  

智
弘

戸
田  

見
成

荒
川  

一
秀

野
村  

武
勝

■ 30 年度当初予算（１件）

32 一般会計 可
決

総額  ２５０億円 （前年度比：6.0% ↑）    

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○

【全会一致の議案等】
■ 条例の制定・改正（21 件）
２ 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関す

る基準等を定める条例の制定について

可

決

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するため、介護保険法の一部改正
により新たに制定するもの

３ 産業活動の活性化及び雇用機会の創出に関する条
例の制定について

固定資産税課税免除期間を５年間とし、雇用奨励金制度を加えた条例を新たに制定
するもの

４ 戸別浄化槽管理条例の制定について 戸別浄化槽設置事業の廃止に伴い、これまで整備した戸別浄化槽の管理を行うため
に必要な手続き方法を定めた条例を新たに制定するもの

５ 公の施設の広域利用に関する協定の実施のための
特例条例の一部を改正する条例について 小美玉市海洋センターの名称変更に伴い、所要の改正を行うもの

６ 部等設置条例の一部を改正する条例について 行政組織機構の一部見直しに伴い、所要の改正を行うもの

７ 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
について 人事院の給与勧告に伴い、所要の条例整備を行うもの

８ 手数料条例の一部を改正する条例について 地方公共団体の手数料の標準に関する政令の改正に伴い、危険物施設に係る手数料
を改正するもの

９ 基金条例の一部を改正する条例について
基金の目的を達成し残高を有しない基金を廃止し、また、公用又は公共用施設の整
備事業の資金とする基金を統合し、かつ、小美玉市公共施設整備基金の目的及び処
分事項の内容を変更するもの

10 基金条例の一部を改正する条例について 基地周辺事業の推進に必要な資金を積み立てることを目的とし，再編関連訓練移転
等交付金事業基金を設置するもの

11 基金条例の一部を改正する条例について 現行の小美玉市本田昌也スポーツ振興基金の名称を改めるもの

12 国民健康保険条例の一部を改正する条例について 国民健康保険法等の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの

13 国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 地方税法等の改正及び国保制度の都道府県化により、所要の改正を行うもの

14 後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条
例について 高齢者の医療の確保に関する法律の改正により、所要の改正を行うもの

15 介護保険条例の一部を改正する条例について 介護保険法に基づく第７期介護保険事業計画の H30 から H32 年度までの介護保険
料及び市町村特別給付の事業変更について改正するもの

16
指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに
指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一
部を改正する条例について

介護保険法及び関係政省令の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの

17
指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例について

介護保険法及び関係政省令の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの

18

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員，
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
について

介護保険法及び関係政省令の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの

19 特殊入浴事業実施条例を廃止する条例について 介護保険法及び障害者総合支援法に基づく訪問入浴事業への移行に伴い、本条例を
廃止するもの

20 都市公園条例の一部を改正する条例について 都市公園法施行令の改正に伴い、所要の改正を行うもの

21 消防団員の定員，任免，給与，服務等に関する条
例の一部を改正する条例について 消防団員の活動業務に合わせ、費用弁償の一部を改正するもの

22 火災予防条例の一部を改正する条例について 消防法令に関する重大な違反対象物について、法令違反の内容を公表するため所要
の改正を行うもの

 ■請願（1 件）

2 空のえき「そ・ら・ら」イベントひろばへドーム
建設に関する請願書

継
続提出者：白根澤勝　　紹介議員：岩本好夫

 ■陳情（1 件）
2 太陽光発電施設に関する陳情書

不
採
択 提出者：大石英敏ほか花野井区さくら自治会 25 名
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  平成 30 年３月定例会

　委員会ＱＡ

　

公
共
用
バ
ス
の
更
新

Ｑ
．
公
共
用
バ
ス
の
更
新
の
目
安
は
？

Ａ
．
登
録
か
ら
15
年
前
後
の
年
数
や
走
行

距
離
等
か
ら
判
断
し
て
計
画
的
に
更
新
し

て
い
る
。

　
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

Ｑ
．
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
社
会
福
祉
協

議
会
と
行
政
の
連
携
は
？

Ａ
．
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
対
象
は
高
齢

者
、
障
害
者
、
子
育
て
の
親
世
代
に
な
っ

て
お
り
、
事
案
に
対
す
る
関
係
課
が
チ
ー

ム
を
組
ん
で
、
当
該
事
案
の
解
決
に
向
け

て
協
議
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備

Ｑ
．
５
カ
年
で
50
台
、こ
の
５
カ
年
の
計
画
、

ま
た
そ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
方
法
は
？

Ａ
．
１
年
間
で
10
台
程
度
を
、
設
置
場
所

は
駅
周
辺
、
小
学
校
の
通
学
路
、
主
要
交

差
点
、
犯
罪
等
の
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
場

所
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。
今
後
は
設
置

に
あ
た
り
警
察
と
場
所
、
台
数
な
ど
を
協

議
し
て
設
置
す
る
。
運
用
は
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
及
び
運
用
に
関
す
る
要
綱
に
よ
り
、

市
で
管
理
す
る
が
、
基
本
的
に
映
像
は
見

な
い
。
事
件
・
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

警
察
か
ら
の
照
会
書
に
基
づ
き
確
認
し
て

か
ら
、
要
請
に
よ
り
映
像
を
提
供
す
る
。

　

ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

Ｑ
．（
仮
称
）
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ミ
ッ
ト
開
催

の
目
的
と
効
果
？

Ａ
．
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
い
う
小
美
玉
市
の
特

産
物
を
活
用
し
な
が
ら
、
小
美
玉
市
民
の

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
小
美
玉
市
の
す
ば

ら
し
さ
を
再
認
識
、小
美
玉
市
を
思
う
心
）

を
育
み
、
小
美
玉
市
の
発
展
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。 市

政
全
般
・
市
民
生
活
・
消
防

平成 30 年度の当初予算を審査
　　　　　　　　　予算特別委員会 Ｑ＆Ａ

　　　　　　　　　                          2 日間にわたり行われた予算特別委員会

委員会ＱＡ

教
育
・
福
祉
・
医
療

　　H30 当初予算総額　393 億 6,965 万円 （1.3％ 増）

　　　　　　　　うち、一般会計 250 億円　（前年比 6％増）

   ▲小美玉市の公共用バス
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　　委員会ＱＡ

　

都
市
計
画

Ｑ
．
立
地
適
正
化
計
画
策
定
に
あ
た
り
検

討
期
間
の
半
分
が
経
過
し
た
が
、
進
捗
状

況
は
？

Ａ
．
平
成
29
年
度
は
市
上
位
計
画
の
整
理

や
現
状
分
析
、
課
題
整
理
、
将
来
人
口
推

計
及
び
将
来
人
口
密
度
の
設
定
な
ど
と
、

現
状
及
び
将
来
人
口
の
推
計
に
基
づ
く
都

市
構
造
分
析
と
立
地
適
正
化
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
の
検
討
を
行
っ
た
。
平
成
30

年
度
は
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
及
び
居
住

誘
導
区
域
に
係
る
区
域
の
検
討
を
実
施
す

る
予
定
。

　
空
の
え
き
「
そ
・
ら
・
ら
」
の

　
　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
運
営

Ｑ
．
イ
ベ
ン
ト
開
催
業
務
委
託
料
が
昨
年

と
同
額
だ
が
、
内
容
に
変
更
は
あ
る
の

か
？

Ａ
．
来
年
度
も
「
牛
乳
ま
つ
り
」、「
玉
子

ま
つ
り
」、「
音
楽
祭
」、「
盆
踊
り
大
会
」

な
ど
の
開
催
の
ほ
か
、
月
１
回
の
「
円
に

ち
」
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

【
賛
成
】
経
常
的
な
コ
ス
ト
を
削
減
し
な

が
ら
、
市
に
と
っ
て
必
要
な
施
策
・
事
業

の
着
実
な
遂
行
を
図
る
た
め
の
予
算
と
評

価
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
仲
議
員
）

○
「
そ
・
ら
・
ら
」
は
農
と
食
を
テ
ー
マ

と
し
た
地
域
再
生
の
拠
点
な
の
で
、
文
化

芸
術
で
は
な
く
、
地
場
材
料
を
使
っ
た
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
市
内
農
家
の
方
が
商

業
目
的
で
活
用
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
ほ
し
い
。

■ 

討
論 （
１
件
）

●
議
案
第
32
号
小
美
玉
市
一
般
会
計
予
算

【
反
対
】
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
つ
く
ら

れ
た
も
の
と
は
感
じ
る
が
、
市
民
に
と
っ

て
、
何
が
大
事
か
、
ど
う
使
わ
れ
る
べ
き

か
、
い
ま
一
度
原
点
に
帰
っ
て
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。　
　
　
　
　
　

(

福
島
議
員)

　

医
療
福
祉
扶
助
費

Ｑ
．
医
療
福
祉
扶
助
費
の
全
体
的
な
増
減

の
要
因
は
？

Ａ
．
医
療
費
の
伸
び
率
や
対
象
者
の
増
減

に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。

や
す
ら
ぎ
の
里

Ｑ
．
や
す
ら
ぎ
の
里
の
運
営
状
況
は
？

Ａ
．
事
務
棟
・
文
芸
棟
・
華
道
棟
・
茶
道

棟
・
書
画
棟
の
５
棟
の
建
物
が
あ
り
、
市

民
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
研
修
会
、
会
議
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

都
市
建
設
・
産
業
経
済

３
月 

定
例
会 

日
程

日
程

会 

議 

等 

の
主
な 

内 

容

傍
聴

２
日

本
会
議  

  

開
会
、
施
政
方
針
、
議
案
上
程

３
名

７
日

本
会
議  

一
般
質
問

４
名

８
日

本
会
議  

一
般
質
問

４
名

９
日

本
会
議  

一
般
質
問
、
議
案
質
疑

広
報 

特
別
委
員
会

10
名－

12
日

予
算
特
別 

委
員
会

百
里
基
地
・
茨
城
空
港
対
策 

特
別
委
員
会

－－

14
日

予
算
特
別 

委
員
会

１
名

15
日

文
教
福
祉 

常
任
委
員
会

－

16
日

総
務 

常
任
委
員
会

－

19
日

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

－

23
日

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議 

  

委
員
長
審
査
報
告
、

  

追
加
議
案
上
程
、

  

討
論
、
採
決
、
閉
会

－－１名

   ▲牛乳まつり（空のえき「そ・ら・ら」）
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委
員
会 

審
査 

Ｑ
＆
Ａ

　

   
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た  

23
議
案
を
審
査　

　
「
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
」
防
火
対
象
物
の
法
令
違
反
の

内
容
を
公
表

Ｑ
．
十
分
な
周
知
説
明
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
方
法
で
行
う
の
か
？

Ａ
．
作
成
中
の
公
表
制
度
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用

し
周
知
し
た
い
。
今
回
の
改
正
（
平
成
31

年
４
月
１
日
施
行
）
で
は
、
公
表
の
対
象

と
す
る
建
物
は
、
飲
食
店
、
物
品
販
売
店
、

ホ
テ
ル
、
病
院
な
ど
不
特
定
多
数
の
方
が

利
用
す
る
建
物
。
公
表
の
対
象
と
な
る
違

反
は
、
法
令
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備
、
自
動
火
災
報
知
設
備
が
そ
れ
ぞ
れ

未
設
置
の
も
の
。
公
表
す
る
内
容
は
、
建

物
名
称
、
所
在
地
、
違
反
の
内
容
と
す
る
。

　

職
員
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

Ｑ
．
職
員
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
判
定
と

対
応
に
つ
い
て
？

Ａ
．
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
ス
ト

レ
ス
度
を
判
定
。
結
果
に
よ
っ
て
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
に
よ
る
相
談
、
重
度
の
場
合
は

専
門
の
医
師
に
よ
る
所
要
の
対
応
策
等
が

指
示
さ
れ
る
。

　
認
定
こ
ど
も
園
施
設
型
給
付
費

Ｑ
．
認
定
こ
ど
も
園
の
概
要
と
実
態
は
？

Ａ
．
小
美
玉
市
は
、
幼
保
連
携
型
の
も
の

が
多
く
あ
り
、
利
用
児
童
数
が
増
え
て
い

る
。
現
在
、
０
歳
か
ら
2
歳
児
ま
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
育
児

休
業
明
け
の
方
な
ど
の
利
用
者
が
増
加
し

て
い
る
。

Ｑ
．
今
後
の
見
込
は
？　

Ａ
．
０
歳
か
ら
２
歳
は
利
用
希
望
、
保
育

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
出
生
数
が

減
少
傾
向
に
あ
り
、
現
在
の
利
用
定
員
の

中
で
入
所
は
賄
え
る
見
込
み
で
あ
る
が
、

状
況
に
応
じ
て
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　

徴
収
事
務
費
の
減
額
補
正

Ｑ
．
徴
収
事
務
費
の
減
額
補
正
の
要
因

は
？

Ａ
．
徴
収
嘱
託
員
が
訪
問
徴
収
を
行
っ
て

い
た
事
案
に
つ
い
て
、
完
納
し
た
も
の
、

自
主
納
付
に
切
り
替
わ
っ
た
も
の
な
ど
、

徴
収
訪
問
先
が
減
少
し
た
た
め
。

小
学
校
建
設
事
業

Ｑ
．
小
学
校
建
設
事
業
の
状
況
？

Ａ
．
小
川
南
小
学
校
は
、
平
成
31
年
４
月

の
開
校
を
目
指
し
、
２
月
末
の
進
捗
率
は

18
・
７
％
で
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
。

　

玉
里
地
区
は
、
基
本
設
計
が
完
了
し
、

来
年
度
に
実
施
設
計
の
検
討
に
入
る
。

　
（
仮
称
）
野
田
・
上
吉
影
・
下
吉
影
小

学
校
は
、
小
・
中
学
校
規
模
適
正
化
実
施

計
画
で
は
、
小
川
北
中
学
校
周
辺
に
統
合

小
学
校
の
建
設
を
計
画
し
た
が
、
建
設
準

備
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
、
小
川
北
中
学

校
の
敷
地
に
義
務
教
育
学
校
と
し
て
平
成

35
年
４
月
に
開
校
す
る
予
定
。

Ｑ
．
繰
越
明
許
費
の
内
容
は
？

Ａ
．（
仮
称
）
野
田
・
上
吉
影
・
下
吉
影

小
学
校
統
合
小
学
校
建
設
工
事
の
基
本
設

計
業
務
委
託
料
。

　
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
41
件
の
議
案
等
に
つ
い
て
、
15
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
行
っ

た
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
状
況
に
つ
い
て
、
主

な
質
疑
応
答
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総　
　

務
（委員）
長　島
村　田
大和田
小　川
岩　本
植　木

文
教
福
祉
（委員）
関　口
鈴　木
荒　川
戸　田
藤　井
谷　仲
石　井

委員会ＱＡ

   ▲総務常任委員会の様子

   ▲文教福祉常任委員会の様子
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※
移
住
促
進
住
宅
取
得
補
助
金
と
は
・
・
・
小
美
玉
市
へ
移
住
す
る
方
の
住
宅
の
取
得
に
要
す
る
経
費
及
び
そ
の
他
移
住
に
伴
い
発
生
す
る
経
費
に
対
す
る
補
助
制
度
。

　

広
域
幹
線
道
路
整
備

Ｑ
．
栗
又
四
ケ
線
の
進
捗
状
況
は
？

Ａ
．
一
部
関
係
地
権
者
と
の
用
地
交
渉
が

難
航
し
て
お
り
、
今
後
も
ご
理
解
い
た
だ

け
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い
く
。
工
事
に

つ
い
て
は
栗
又
四
ケ
地
内
で
一
部
工
事
を

進
め
て
お
り
、
今
後
も
用
地
買
収
が
済
ん

で
い
る
場
所
か
ら
実
施
し
て
い
く
予
定
。

　

移
住
促
進
住
宅
取
得
補
助
金

Ｑ
．
平
成
29
年
度
の
実
績
は
？

Ａ
．
新
築
が
５
世
帯
、
新
築
の
購
入
で
建

売
住
宅
の
購
入
が
２
世
帯
、
中
古
住
宅
の

購
入
が
３
世
帯
、
中
古
住
宅
の
購
入
と
改

修
が
２
世
帯
で
合
計
12
件
。

　

浄
化
槽
事
業

Ｑ
．
市
設
置
事
業
か
ら
、
市
補
助
事
業
に

変
更
に
な
る
が
維
持
管
理
に
つ
い
て
の
考

え
は
？

Ａ
．
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
個
人
の
責
任

に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
指

導
的
役
割
で
行
政
も
関
わ
っ
て
い
く
。

　　委員会ＱＡ

■ 
３
月
定
例
会
の
議
案
に
対
す

る
主
な
質
疑
（
２
人
２
件
）

●
議
案
６
号
小
美
玉
市
部
等
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
仲
議
員
）

Ｑ
．
総
務
課
へ
新
設
さ
れ
る
行
革
推
進

係
の
業
務
内
容
を
聞
く
。

Ａ
．
こ
れ
ま
で
同
様
に
行
財
政
改
革
の

推
進
を
担
う
。
具
体
的
に
は
、
行
財
政

改
革
の
推
進
ほ
か
、
行
政
評
価
、
地
方

分
権
の
推
進
、
指
定
管
理
者
制
度
及
び

民
間
活
力
導
入
の
推
進
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
進
行
管
理
な
ど
。

●
議
案
23
号
平
成
29
年
度
小
美
玉
市
一
般

会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
島
議
員
）

Ｑ
．
放
課
後
児
童
対
策
事
業
の
臨
時
職
員

賃
金
が
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
？

　

当
事
業
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
思
う
が
推

進
対
策
は
充
分
か
？

Ａ
．
予
算
編
成
時
に
、
国
か
ら
示
さ
れ
た

学
童
保
育
の
一
定
の
水
準
を
確
保
す
る
た

め
の
予
算
を
確
保
し
た
が
、
予
想
さ
れ
る

児
童
の
受
入
等
に
よ
り
指
導
員
の
勤
務
時

間
、
人
員
の
配
置
を
十
分
に
懸
案
し
補
正

を
行
っ
た
。

 

Ｑ
．
放
課
後
子
ど
も
教
育
推
進
事
業
の
臨

時
職
員
賃
金
増
の
説
明
を
。

Ａ
．
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
名
を
配
置
し

て
実
施
し
て
い
る
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
業
務
は
多
岐
に
渡
り
、
本
来
の
業

務
の
ほ
か
に
、
指
導
員
か
ら
の
相
談
や
本

市
事
務
局
と
各
小
プ
ラ
ン
と
の
調
整
業
務

や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
必
ず
参
加
す
る
な

ど
勤
務
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

補
正
を
行
っ
た
。

産
業
建
設
（委員）
幡　谷
木　村
野　村
笹　目
大　槻
福　島

   ▲産業建設常任委員会現地調査の様子
（（仮称）石岡小美玉スマートＩＣアクセス道路
　　　　　　　　　　　　国道 6 号線竹原地内）

●
豆
知
識
●

●
質
疑
と
は
？　

　

議
案
等
の
説
明
が
な
さ
れ
た
後

に
、
提
出
者
に
対
し
て
疑
問
点
な

ど
を
尋
ね
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

議
案
の
ほ
か
に
も
委
員
長
報
告
な

ど
に
対
し
て
も
質
疑
が
行
わ
れ
ま

す
。
な
お
、
質
問
と
違
い
自
分
の

意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

●
討
論
と
は
？　

　

採
決
の
前
に
、
議
題
と
な
っ
て

い
る
案
件
に
対
し
て
賛
成
・
反
対

の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
で
す
が
、

意
見
の
異
な
る
人
を
自
分
の
意
見

に
同
調
さ
せ
る
と
い
う
意
味
も
含

ん
で
い
ま
す
。

●
動
議
と
は
？

　

主
に
会
議
の
進
行
や
手
続
き
に

関
し
、
議
員
か
ら
議
会
に
対
し
て

又
は
委
員
か
ら
委
員
会
に
対
し
て

な
さ
れ
る
提
議
で
議
会
又
は
委
員

会
の
議
決
を
経
る
べ
き
も
の
と
な

り
ま
す
。
通
常
こ
れ
ら
は
口
頭
で

行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
原
案
に
対

す
る
修
正
の
動
議
等
は
、
案
を
備

え
、
文
書
で
議
長
に
提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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Ｑ  

本
市
の
農
業
は
基
幹
産

業
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

総
合
計
画
に
沿
っ
て
推
進
を

図
っ
て
い
る
が　

①
減
反
廃

止
に
伴
う
水
田
転
作
の
対
応

策
。
②
農
地
中
間
管
理
事
業

の
現
状
と
成
果
。
③
耕
作
放

棄
地
等
の
解
消
成
果
と
現
況
。

　

④
高
齢
化
と
後
継
者
の
減

少
に
よ
る
農
業
従
事
者
の
現

状
と
対
策
、
等
々
伺
う
。

Ａ  

産
業
経
済
部
長
　
①
減

反
が
廃
止
と
は
な
ら
な
い
。
引

き
続
き
需
要
に
応
じ
た
生
産

を
推
進
す
る
。
飼
料
用
米
な
ど

新
規
需
要
米
に
対
す
る
市
交

付
金
等
は
従
来
ど
お
り
で
あ

る
。
②
持
続
可
能
な
農
業
維
持

の
た
め
農
作
業
の
効
率
化
が

不
可
欠
で
、
農
地
の
集
積
は
作

業
の
効
率
化
に
有
効
で
あ
る
。

貸
し
出
し
状
況
は
、
２
８
３

人
の
地
権
者
か
ら
６
９
６
筆
、

１
８
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
現
況

で
あ
る
。
③
国
の
耕
作
放
棄

地
再
生
利
用
交
付
金
や
荒
廃

農
地
利
用
促
進
交
付
金
を
活

用
し
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

と
担
い
手
農
家
の
規
模
拡
大

を
図
っ
て
い
る
。
今
ま
で
に

１
１
９
筆
、
30
・
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
再
生
さ
れ
た
。
④
本
市
の

農
業
従
事
者
は
、
２
８
６
１
戸

（
平
成
22
年
）
か
ら
５
年
後
に

は
２
５
１
８
戸
と
12
％
減
少
、

65
歳
以
上
の
経
営
者
の
割
合

は
45
％
か
ら
52
％
と
、
高
齢
化

も
進
行
し
て
い
る
。
農
業
者

全
体
に
占
め
る
45
歳
未
満
の

農
業
者
は
、
３
・
５
％
か
ら
３
・

９
％
と
増
加
し
て
い
る
。
国

の
就
農
給
付
な
ど
の
効
果
に

よ
り
、
後
継
者
の
確
保
は
進

ん
で
い
る
。
今
後
の
担
い
手

対
策
は
、
農
協
や
農
業
公
社
、

農
業
委
員
会
な
ど
と
連
携
し

て
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇  

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

①
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
総
合
戦
略
）
の

実
践
的
成
果
の
実
態
は
。

②
人
口
動
態
の
推
移
に
拘
る
自

然
動
態
と
社
会
動
態
の
状
況
は
。

③
移
住
・
定
住
の
促
進
に
拘
る

推
進
策
・
応
援
策
及
び
現
状
は
。

④
出
会
い
の
場
の
創
出
に
拘
る

推
進
策
及
び
実
践
対
応
は
。

⑤
高
齢
者
福
祉
施
策
は
。

従来通り、交付金・補助金の予算確保に努める

  国による生産調整（減反）は廃止、市の対応は

関  口  輝  門

一般質問

　▲　本庁舎の１階ロビーと 3 階の議場前、各総合支所の１階ロビーにＴＶモニターを設置しています。

市民の声を市政に

　質問議員 13 名　質問 44 項目

　◇関口　輝門（10 ページ） 　◇石井　　旭（11 ページ）
　◇長島　幸男（11 ページ） 　◇植木　弘子（12 ページ）
　◇小川　賢治（12 ページ） 　◇木村　喜一（13 ページ）
　◇村田　春樹（13 ページ） 　◇福島ヤヨヒ（14 ページ）
　◇谷仲　和雄（14 ページ） 　◇戸田　見成（15 ページ）
　◇鈴木　俊一（15 ページ） 　◇幡谷　好文（16 ページ）
　◇荒川　一秀（16 ページ）

　　　　一般質問とは
　　　　　　　　皆さんの生活にかかわる大切な内容について、市議会議員が
　　　　　　　　市に対して質問を行います。今回の一般質問であなたの生活
　　　　　　　　にかかわる内容はありますか？

　※　会議録（一般質問の詳細など）は、市議会のホームページから簡単に閲覧・検索できます。
　　　なお、今定例会の会議録の公開は 6 月頃の予定です。
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Ｑ 

総
合
防
災
訓
練
の
結
果

と
課
題
に
つ
い
て

　

参
加
者
を
集
め
る
た
め
、

時
期
の
見
直
し
、
中
学
生
な
ど

学
校
や
地
域
の
防
災
訓
練
の

実
施
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
や
図
上
訓
練
を
提
案
す
る
。

Ａ 
危
機
管
理
監　
防
災
訓

練
の
開
催
の
方
法
や
会
場
地

の
選
定
な
ど
、
区
長
会
、
関
係

団
体
や
協
力
機
関
の
ご
意
見

を
伺
い
、
よ
り
多
く
の
方
が

参
加
で
き
る
訓
練
を
計
画
す

る
。
ご
提
案
の
訓
練
も
含
め
、

防
災
意
識
を
高
め
、
災
害
時

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
よ
り

実
践
的
な
訓
練
を
目
指
し
て

計
画
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

1
月
22
日
の
豪
雪
に
対
す

る
対
応
状
況
と
危
機
管
理
体

制
に
つ
い
て

①
市
道
へ
の
除
雪
対
応
、
通

学
路
の
優
先
順
位
は
？

②
建
設
業
協
会
と
の
連
携
内

容
は
？

③
公
用
車
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
装
着
率
は
？

④
災
害
警
戒
本
部
は
設
置
さ

れ
た
の
か
？

Ａ  

危
機
管
理
監　
①
優
先

順
位
は
、
主
要
な
道
路
、
凍

結
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
や

坂
道
等
を
第
一
に
、
次
に
通

学
路
の
ほ
か
交
通
量
の
多
い

箇
所
等
の
対
応
を
し
た
。

②
小
美
玉
市
建
設
業
協
会
と

の
災
害
協
定
に
準
じ
、
協
会
加

盟
の
建
設
業
者
が
中
心
と
な

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
融
雪

材
散
布
や
除
雪
作
業
を
行
っ

て
い
た
だ
い
た
。

③
公
用
車
（
消
防
本
部
、
消
防

団
を
含
む
）
の
冬
用
タ
イ
ヤ

の
装
着
状
況
は
、
２
２
７
台
の

う
ち
63
台
、
28
％
の
装
着
率
。

　

な
お
、
消
防
本
部
の
緊
急

車
両
は
す
べ
て
冬
用
タ
イ
ヤ

を
装
着
し
て
い
る
。

④
大
雪
警
報
発
令
後
、
警
戒

本
部
を
設
置
し
、
消
防
本
部

や
石
岡
警
察
署
と
体
制
の
確

認
を
行
っ
た
ほ
か
、
警
報
解

除
ま
で
職
員
が
待
機
し
た
。

Ｑ  

交
付
金
・
補
助
金
を
有
効

活
用
し
て
、
生
活
環
境
の
整

備
を
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長　

小
美
玉

市
総
合
計
画
等
に
基
づ
き
基

地
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の

向
上
を
図
る
た
め
、
補
助
金
・

交
付
金
を
有
効
活
用
し
な
が

ら
、
今
後
も
各
種
施
策
・
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

【
要
望
】

＊
交
付
金
・
補
助
金
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
周
辺
地
域
に
こ
れ
ま
で

と
同
様
、
重
点
的
に
充
て
て

い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
制

度
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

都
市
建
設
部
長　

本
市

へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は

昨
年
秋
頃
あ
り
、
本
市
と
し

て
は
強
く
反
対
を
し
、
継
続

を
申
し
入
れ
た
が
、
防
衛
省

が
見
直
し
を
決
定
し
今
年
関

係
世
帯
に
通
知
し
お
知
ら
せ

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
本

市
が
独
自
で
実
施
し
て
い
る

基
地
周
辺
地
域
へ
の
テ
レ
ビ
・

電
話
障
害
対
策
費
を
含
む
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

継
続
し
て
助
成
し
て
い
く
。

Ｑ  

茨
城
空
港
・
百
里
基
地
周
辺

の
道
路
整
備
状
況
に
つ
い
て
。

Ａ　

都
市
建
設
部
長　

空
港

ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
は
、

現
在
95
％
以
上
の
用
地
を
取

得
し
、
国
道
６
号
を
は
じ
め

市
道
や
水
路
と
交
差
す
る
箇

所
の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

工
事
や
園
部
川
に
架
か
る
橋

梁
工
事
、
用
地
取
得
が
完
了

し
た
箇
所
は
、
6
割
以
上
の

区
間
に
お
い
て
地
盤
改
良
工

事
や
道
路
改
良
工
事
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
市
道
小

１
１
５
号
線
は
、
百
里
基
地

正
門
前
ま
で
の
一
部
未
整
備

区
間
が
、
地
権
者
の
協
力
が

得
ら
れ
、
来
年
度
、
早
期
に

全
線
開
通
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
く
。

 総合防災訓練を学区ごとに実施をしては
 
防災意識を高めるため、より実践的な訓練を目指す

  各種施策・事業を積極的に推進していく

長  島  幸  男

石  井     旭

  基地（防衛省）からの交付金・補助金の更なる活用を

 一般質問

 ▲ダンボールベッドの作成
体験（防災訓練にて）

 ▲国道 6 号立体交差部イメージ（仮称）石
岡小美玉スマート IC アクセス道路（竹原地内）
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Ｑ  

学
校
統
合
で
廃
校
と
な

る
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

組
織
体
制
（
所
管
部
署
）、

利
活
用
推
進
方
法
に
つ
い
て

の
市
の
考
え
は
。

Ａ  

市
長
公
室
長
　
新
た
に

総
務
部
総
務
課
内
に
設
置
す

る
行
革
推
進
係
が
所
管
し
、

学
校
跡
地
利
活
用
の
推
進

は
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご

意
見
も
伺
い
、
市
の
発
展
・

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
、
様
々
な
利
用
形
態
や

民
間
活
力
の
導
入
な
ど
も
含

め
て
検
討
し
た
い
。

Ｑ  

個
別
具
体
的
な
利
活
用

案
が
す
で
に
提
案
さ
れ
て
い

る
か
。

Ａ  

市
長
公
室
長 

　
職
員
か

ら
の
提
案
と
し
て
小
川
小
で

は
「
小
川
公
民
館
・
図
書
館

の
移
転
」「
小
川
資
料
館
・

玉
里
史
料
館
の
集
約
移
転
」

な
ど
、
橘
小
で
は
、
体
育
館

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
「
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
や
高
齢
者
が
ス

ポ
ー
ツ
利
用
す
る
」
な
ど
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
大
学
関
係
者

か
ら
、
絵
画
保
管
施
設
、
ド

ロ
ー
ン
訓
練
施
設
な
ど
の
提

案
が
あ
っ
た
。

Ｑ  

教
育
行
政
に
つ
い
て

公
立
幼
稚
園
の
経
営
の
現
状

は
。

Ａ  

教
育
部
長
　
地
域
に
よ

り
，
幼
稚
園
の
運
営
形
態
は

異
な
り
ま
す
が
、
幼
稚
園
教

育
要
領
に
基
づ
く
教
育
の
提

供
に
努
め
、
広
く
幼
児
教
育

を
受
け
る
機
会
を
提
供
し
、

よ
り
質
の
高
い
教
育
の
確
保

に
努
め
る
。

Ｑ  

Ｈ
30
年
度
竹
原
幼
稚
園

が
休
園
と
な
る
が
、
次
年
度

以
降
、
休
園
と
な
ら
な
い
よ

う
預
り
保
育
を
提
案
す
る
。

Ａ  

教
育
部
長
　
少
子
化
や

女
性
の
社
会
進
出
な
ど
を
勘

案
し
、
預
り
保
育
を
始
め
と

し
た
子
育
て
支
援
、
就
学
前

の
幼
児
教
育
な
ど
、
総
合
教

育
会
議
や
子
ど
も
子
育
て
会

議
、
関
係
部
署
と
連
携
を
図

り
進
め
た
い
。

Ｑ  

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

国
の
補
助
金
交
付
要
綱

の
改
正
に
従
い
、「
準
要

保
護
児
童
生
徒
」
を
対
象

と
す
る
「
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
」
の
入
学
前

か
ら
の
支
給
を
求
め
る
。

Ａ  
教
育
部
長　

受
給
認
定

を
受
け
て
い
る
小
学
6
年

生
（
平
成
30
年
度
に
中
学

1
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん
）

の
保
護
者
を
対
象
に
、
今

年
度
中
に
支
給
出
来
る
よ

う
準
備
を
進
め
る
。
新
小

学
1
年
生
も
、
周
知
や
申

請
の
方
法
等
を
整
理
し
、

早
期
開
始
に
向
け
た
準
備

を
速
や
か
に
進
め
る
。

Ｑ  

中
高
生
の
ひ
き
こ
も
り

の
実
態
調
査
に
つ
い
て

　

実
態
調
査
は
「
ど
の
よ

う
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て

い
る
か
」「
長
期
化
を
防
ぐ

に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
」

き
め
細
か
く
効
果
的
な
対

策
に
繋
げ
る
う
え
で
、
意

義
は
大
き
い
と
思
う
。
市

独
自
の
実
施
を
求
め
る
。

Ａ  

福
祉
部
長　

本
人
だ

け
で
な
く
親
や
兄
弟
な
ど
、

家
族
も
巻
き
込
む
深
刻
な

問
題
と
捉
え
、
早
期
の
把

握
と
支
援
が
図
ら
れ
る
よ

う
努
め
る
。

Ｑ  

公
共
施
設
駐
車
場
へ

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
設

置
に
つ
い
て

　

店
舗
等
に
補
助
金
を
出
し

設
置
へ
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
が
、
公
共
施
設
駐
車
場
に

率
先
し
て
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ  
総
務
部
長　
「
思
い
や

り
駐
車
場
」
の
看
板
設
置

に
向
け
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
カ
ー

ド
の
導
入
に
つ
い
て

〇
窓
口
の
聴
覚
障
害
者
へ

の
対
応
に
つ
い
て「
耳
マ
ー

ク
」
の
設
置
を
求
め
る

 市の発展・地域の活性化につながるよう検討する

 小川小・橘小の統廃合後の利活用推進方法は

植  木  弘  子

小  川  賢  治

 就学支援金の入学前支給を求める
 
早期開始に向けた準備を速やかに進める

一般質問

   ▲ H30 休園となった竹原幼稚園
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Ｑ  

本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
早
期
交
付

を
望
む
。
デ
ザ
イ
ン
や
形
状

は
市
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活

用
す
べ
き
。

Ａ　

総
務
部
長　
「
地
域
の
愛

着
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る

も
の
」
で
あ
り
、「
走
る
広
告

塔
」
と
し
て
、
市
の
Ｐ
Ｒ
効
果

が
期
待
で
き
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
既
存
ナ
ン
バ
ー
の
残
枚

数
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
必
要
意
義
、
予
算
等

総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

Ｑ  

教
育
格
差
の
是
正
の
為
、

公
の
塾
「
地
域
未
来
塾
」
の

早
期
開
設
を
強
く
要
望
す
る
。

Ａ  

教
育
部
長　

実
施
方
法
や

実
施
場
所
な
ど
課
題
も
あ
る

が
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
地

域
未
来
塾
の
あ
り
方
を
検
討

し
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

Ｑ 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
つ
い
て
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長　

学
校
適

正
化
に
お
け
る
跡
地
並
び
に

空
き
施
設
の
利
活
用
に
つ
い

て
協
議
・
検
討
を
行
っ
た
。

Ｑ  

空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
沿
線

の
高
度
な
土
地
活
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
が
用
途
地
域
指

定
や
地
区
計
画
の
策
定
等
、

政
策
調
整
の
方
向
性
は
。

Ａ  

市
長
公
室
長　

農
振
地
域

の
一
部
見
直
し
を
図
る
と
と

も
に
、
政
策
調
整
会
議
を
中

心
と
し
て
計
画
の
策
定
を
視

野
に
、
引
き
続
き
打
開
策
を

探
っ
て
い
く
。

Ｑ  

行
政
区
の
課
題
や
支
援

策
・
統
一
し
た
指
針
の
策
定
を
。

Ａ  

市
長
公
室
長　

本
市
の
地

域
性
に
合
っ
た
行
政
区
の
あ

り
方
、
防
犯
灯
の
経
費
負
担

の
考
え
方
も
含
め
、
統
一
し

た
指
針
等
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ
農
業
に
お
け
る
労
働
力
の

将
来
的
な
確
保
に
つ
い
て
。

Ａ  

産
業
経
済
部
長　

市
、
農

協
な
ど
の
関
係
機
関
が
連
携

し
、
本
市
の
農
業
振
興
に
繋

が
る
新
た
な
仕
組
み
を
構
築

し
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
拡
充

に
努
め
る
。

Ｑ  

羽
鳥
駅
周
辺
整
備
事
業

で
実
施
し
た
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
市
場
調
査
の
結
果

は
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長
　
４
事

業
者
か
ら
参
加
希
望
が
あ

り
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
対
話

を
実
施
い
た
し
た
。
３
月

末
ま
で
に
公
表
で
き
る
よ

う
進
め
る
。
今
回
の
市
場

調
査
の
結
果
を
貴
重
な
参

考
デ
ー
タ
と
し
て
生
か
し
、

羽
鳥
駅
東
口
市
有
地
の
活

用
案
や
公
募
条
件
等
の
整

理
を
進
め
る
。

Ｑ  

羽
鳥
駅
橋
上
化
、
お
く

れ
は
な
い
の
か
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長　

計
画

ど
お
り
平
成
31
年
度
中
の

供
用
開
始
を
目
指
し
て
進

め
る
。

Ｑ  

羽
鳥
駅
周
辺
整
備
事
業

を
絡
め
た
羽
鳥
駅
高
速
バ

ス
停
留
所
設
置
を
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長
　
羽
鳥

駅
橋
上
化
、
東
西
自
由
通
路

及
び
東
西
駅
前
広
場
の
整

備
、
そ
し
て
東
口
市
有
地
の

利
活
用
を
最
優
先
に
推
進

し
な
が
ら
、
羽
鳥
駅
へ
の
高

速
バ
ス
停
留
所
設
置
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
改
め
て
高

速
バ
ス
運
行
事
業
者
や
Ｊ

Ｒ
な
ど
関
係
機
関
と
の
情

報
交
換
や
働
き
か
け
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

特
定
不
妊
治
療
助
成
金

に
つ
い
て
。
結
婚
か
ら
子

育
て
、
さ
ら
に
は
教
育
と

道
順
を
つ
く
る
の
で
あ
れ

ば
、
子
を
授
か
る
た
め
の

応
援
も
必
要
で
は
な
い
か

Ａ  

保
健
衛
生
部
長
　
特
定

不
妊
治
療
は
、
高
額
で
経
済

的
な
負
担
も
大
き
く
、
加
え

て
、
身
体
的
、
精
神
的
な

負
担
も
大
き
な
こ
と
か
ら
、

助
成
金
額
の
増
額
あ
る
い

は
男
性
不
妊
治
療
に
対
し

て
追
加
の
助
成
な
ど
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

オリジナル・ナンバープレートの早期導入を
 
走る広告塔として効果を期待　総合的に検討する

働きかけを積極的に行っていく

村  田  春  樹

木  村  喜  一

羽鳥駅周辺整備事業を絡めた高速バス停留所設置を

 一般質問

   ▲工事が進む羽鳥駅
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一般質問

Ｑ  

市
内
小･

中
学
校
教
職
員

の
超
過
勤
務
時
間
の
状
況
に

つ
い
て
。

Ａ  

教
育
長
　
Ｈ
29
年
10
月
の

調
査
結
果
か
ら
、
月
80
時
間
以

上
が
小
学
校
15
％
、
中
学
校

61
％
と
な
っ
て
い
る
。
市
教
委

と
し
て
、
ま
ず
、
勤
務
実
態
を

的
確
に
把
握
し
た
上
で
、
国
や

県
、
他
市
町
村
の
動
向
を
踏
ま

え
、
本
市
の
実
態
に
合
わ
せ
た

具
体
的
な
目
標
を
設
定
し
、
超

過
勤
務
時
間
縮
減
や
教
職
員

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
効

果
的
な
方
策
を
示
し
て
い
く
。

Ｑ  

男
女
共
同
参
画
へ
の
取
組

み
と
成
果
、
今
後
の
展
開
を

聞
く
。

Ａ  

市
長
公
室
長 

　
市
で
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
や
啓
発
活
動
、
各
種
媒
体

で
の
情
報
発
信
な
ど
施
策
推

進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
成

果
と
し
て
「
男
女
共
同
参
画

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
参
加

者
数
並
び
に
男
性
参
加
者
の

割
合
が
年
々
増
加
す
る
な
ど
、

男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
男

性
の
理
解
及
び
意
識
の
向
上

が
図
ら
れ
て
い
る
。
Ｈ
30
年
度

に
は
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
開
発
講
座
の
開
催
な
ど
、
従

来
の
事
業
と
併
せ
て
施
策
を

推
進
す
る
と
と
も
に
仕
事
と

生
活
の
調
和
を
実
感
で
き
る

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

構
築
を
目
指
す
。

Ｑ  

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
実
施
計
画
策
定
時
の
基
礎

資
料
と
な
る
施
設
台
帳
の
整

備
状
況
を
聞
く
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
財
産
管

理
の
た
め
の
施
設
台
帳
は
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、
一
元
管

理
さ
れ
た
施
設
整
備
に
関
す

る
管
理
台
帳
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
実
施
計

画
策
定
に
向
け
て
、
関
係
部

署
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら

検
討
す
る
。

Ｑ  

市
報
等
は
す
べ
て
の
家
庭
に
届

け
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
市
民
の

声
の
欄
の
充
実
を
。

Ａ  

市
長
公
室
長　

行
政
区
加
入
者

が
減
少
す
る
中
で
は
郵
送
や
新
聞

折
込
を
検
討
す
る
が
、
コ
ン
ビ
ニ

や
公
共
施
設
に
お
い
て
入
手
し
や

す
く
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
閲

覧
で
き
、
若
い
世
代
へ
の
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
る
。
近
隣
の
情
報

も
得
な
が
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
る

紙
面
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

市
包
括
セ
ン
タ
ー
を
一
本
化
は

で
き
な
い
の
か
。
緊
急
時
の
対
応

は
充
分
か
。
子
ど
も
の
貧
困
対
策

と
子
ど
も
食
堂
の
設
置
を
。

Ａ  

福
祉
部
長　

設
置
主
体
の
一
元

化
と
社
協
な
ど
民
間
企
業
の
協
力

の
も
と
、
相
談
支
援
体
制
の
構
築

に
努
め
る
。
貧
困
対
策
は
保
護
者

の
就
労
機
会
の
確
保
支
援
や
、
学

習
支
援
に
向
け
た
調
査
、
内
容
を

検
討
中
。
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

公
共
施
設
の
不
審
火
災
対
策
と

消
防
団
員
の
消
防
車
運
転
免
許
取

得
補
助
を
。

Ａ  

消
防
長　

啓
発
活
動
、
警
ら
活

動
の
強
化
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

免
許
取
得
に
対
し
て
は
準
中
型
免

許
が
必
要
な
車
両
が
21
台
、
中
型

免
許
が
必
要
な
車
両
が
５
台
あ
り

財
政
部
局
と
も
協
議
・
検
討
し
、

消
防
団
員
の
活
動
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

玉
里
総
合
支
所
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
の
進
捗
状
況
と
安
心
し
て

駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
。

Ａ  

玉
里
総
合
支
所
長　

バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
策
の
改
修
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
と
3
階
の
改
修
工
事
を

7
月
か
ら
着
手
、
年
度
内
完
成
を

目
指
す
。
駐
車
場
は
1
台
ご
と
の

ス
ペ
ー
ス
が
標
準
の
ス
ペ
ー
ス
と

比
べ
若
干
狭
く
、
40
台
が
駐
車
で

き
る
が
、
近
く
の
公
共
施
設
の
敷

地
等
も
考
慮
し
て
、
積
極
的
に
検

討
す
る
。

Ｑ  

職
員
の
働
き
方
改
革
と
残
業
対

策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ  

総
務
部
長　

国
の
議
論
や
方

針
だ
け
で
は
な
く
、
市
独
自
に
業

務
の
効
率
化
を
図
り
、
毎
週
木
曜

日
を
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
し
、
課
内

の
協
力
体
制
構
築
に
努
め
た
。
業

務
の
合
理
化
に
よ
り
月
平
均
3
時

間
勤
務
時
間
が
減
少
し
た
。
今
後

も
職
員
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
を

図
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
国
保
税
、
水
道
事
業
、
循
環
バ

ス
に
つ
い
て

実態を的確に把握し、是正に向け具体的な目標設定を行う

市内小・中学校教職員の超過勤務時間是正は

 「市職員の働き方改革は」

 業務の合理化により月平均 3 時間勤務時間が減少

   ▲男女共同参画推進フォーラム
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Ｑ  

税
金
が
無
駄
使
い
さ
れ

て
い
な
い
か

①
特
に
イ
ベ
ン
ト
事
業
が

行
わ
れ
て
い
る
が
成
果
が

出
て
い
る
の
か
。

②
行
政
の
評
価
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

正
し
く
行
い
成
果
は
出
て

い
る
の
か
。

Ａ  
企
画
財
政
部
長　

①
交

流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ

と
で
、
市
民
の
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
が
育
ま
れ
て
い

く
と
感
じ
い
る
。
②
内
部

評
価
後
に
外
部
委
員
会
等

で
協
議
さ
れ
予
算
に
反
映

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

広
域
ご
み
処
理
行
政
に

つ
い
て
。

①
組
合
と
の
連
携
は
で
き

て
い
る
の
か
。

②
厚
生
福
祉
施
設
（
地
域

還
元
施
設
）
に
つ
い
て
当

市
の
考
え
は
明
確
な
の
か
。

Ａ  

市
民
生
活
部
長　

①
職

員
を
派
遣
し
、
連
携
し
な

が
ら
、
事
業
を
進
め
て
い

る
。
②
地
元
住
民
の
ご
意

見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
鋭

意
努
力
す
る
。

Ｑ  

経
済
振
興
計
画
・
企
業
誘

致
に
つ
い
て
。

①
商
業
・
工
業
・
観
光
等
の

振
興
策
を
も
っ
と
積
極
的
に

進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

②
企
業
誘
致
政
策
を
確
固
た

る
も
の
に
す
べ
き
と
思
う
が

如
何
に
。

Ａ  

産
業
経
済
部
長　

①
商
工

会
・
観
光
協
会
を
組
織
化
し
、

行
政
と
連
携
の
基
に
振
興
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。
②
優

遇
措
置
と
し
て
、
緑
地
率
の

緩
和
や
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
期
間
を
５
年
間
へ
拡
大

し
、
雇
用
奨
励
金
制
度
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

Ｑ  

小
美
玉
市
の
行
政
は
時
代

の
流
れ
に
の
れ
て
い
ま
す
か
。

①
最
重
点
の
目
標
が
み
え
な

い
が
。

②
行
政
執
行
の
た
め
の
組
織

は
能
力
を
発
揮
で
き
ま
す
か
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長　

①
第
２

次
総
合
計
画
基
本
構
想
に
５

つ
の
基
本
目
標
を
定
め
た
。

②
職
員
の
能
力
と
意
欲
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
人

事
体
系
を
構
築
し
て
い
く
。

Ｑ  

市
総
合
計
画
で
は
、
自

然
環
境
の
保
全
と
循
環
型
社

会
の
形
成
が
う
た
わ
れ
て
お

り
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の

転
換
が
は
か
ら
れ
て
い
る

が
、
ご
み
の
減
量
化
は
。

Ａ  

市
民
生
活
部
長
　
生
ご
み

を
堆
肥
化
す
る
支
援
と
、
集

団
資
源
ご
み
回
収
を
支
援
す

る
こ
と
で
減
量
化
を
図
っ
て

い
く
。

Ｑ  

水
質
汚
濁
防
止
・
霞
ケ

浦
浄
化
対
策
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
は
。

Ａ  

市
民
生
活
部
長　

水
切
り

ネ
ッ
ト
な
ど
の
水
質
浄
化
用

品
の
配
布
を
し
て
い
る
。

Ｑ  

先
後
地
区
の
市
有
地
の

環
境
保
全
は
。

Ａ  

市
民
生
活
部
長　

八
幡
池

は
湿
原
の
状
況
に
あ
り
、
県

内
で
も
希
少
種
と
さ
れ
る
生

物
等
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
点
を
注
意
し
て
、

行
政
財
産
と
し
て
状
況
を
よ

く
知
る
地
元
業
者
に
業
務
委

託
し
て
管
理
し
て
い
る
。

Ｑ  

市
職
員
の
コ
ス
ト
意
識
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
は
。

Ａ  

総
務
部
長　

市
民
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
と
し
て
責
任
を

自
覚
し
、
日
々
全
力
を
尽
く

し
な
が
ら
職
務
に
当
た
っ
て

い
る
。
人
事
評
価
制
度
を
実

施
し
、
職
務
給
に
見
合
っ
た

業
務
処
理
を
評
価
し
、
適
正

化
に
努
め
て
い
る
。
多
く
の

職
員
が
様
々
な
職
場
研
修
に

積
極
的
に
参
加
し
、
向
上
心

や
知
識
の
習
得
な
ど
に
前
向

き
で
あ
る
。

Ｑ  

救
急
車
・
消
防
車
の
通

報
か
ら
現
場
到
着
ま
で
の

平
均
時
間
は
。

Ａ  

消
防
長　

救
急
車
は
、
平

均
7
分
41
秒
、
全
国
平
均
は

8
分
50
秒
で
、
火
災
は
、
平

均
9
分
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ  

先
後
地
区
の
市
有
地
に
つ

い
て
、
有
効
活
用
を
と
の
声

と
、
環
境
保
全
を
望
む
声
が

あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
公

共
事
業
再
評
価
委
員
会
を
行

う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長　

平
成
18

年
に
公
共
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
委
員
会
を
開
催
し
た
以

外
、
今
日
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
の
予
定
と
い

う
こ
と
で
示
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

 小美玉市はこのままで発展出来るのだろうか？
 
さまざまな課題の克服に努める

  関連プレイベントを計画している

鈴  木  俊  一

戸  田  見  成

 世界湖沼会議への本市の取り組みは

 一般質問
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一般質問

Ｑ  

有
害
鳥
獣
対
策

① 

有
害
鳥
獣
の
農
産
物
等

に
対
す
る
被
害
状
況
は
。

② 

今
年
の
捕
獲
状
況
は
。

③ 

本
市
の
今
後
の
方
針
は
。

④ 

猟
友
会
と
の
連
携
は
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長  

① 

Ｈ

28
年
度
は
、 

１
６
０
８
ア
ー

ル
、
２
７
７
２
万
円
の
被
害

報
告
が
あ
る
。
② 

ハ
ク
ビ

シ
ン
を
堅
倉
・
小
岩
戸
地
内

で
4
頭
、
カ
ラ
ス
を
市
内
全

域
で
１
０
０
羽
、
イ
ノ
シ
シ

を
花
野
井
・
中
台
・
栗
又
四

ケ
地
内
で
17
頭
捕
獲
し
た
。

③ 

小
美
玉
市
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、

鳥
獣
被
害
に
対
す
る
対
応
方

針
を
定
め
た
「
小
美
玉
市
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
」
に
基
づ

い
て
、
被
害
防
止
施
設
の
整

備
や
野
生
鳥
獣
の
捕
獲
を
進

め
て
い
る
。
④ 

捕
獲
の
実

施
主
体
で
あ
る
猟
友
会
は
市

内
に
2
団
体
あ
り
、
有
害
鳥

獣
駆
除
の
た
め
有
害
鳥
獣
捕

獲
隊
を
組
織
し
捕
獲
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

狩
猟
者
の
高
齢
化
対
策
と
し

て
新
た
な
支
援
策
も
検
討
し

た
い
。

Ｑ  

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

① 

農
業
集
落
排
水
事
業
（
農

集
）
の
経
緯
に
つ
い
て
。

② 

今
年
の
事
業
に
つ
い
て
。

③ 

今
後
の
計
画
、
見
通
し
に

つ
い
て
（
納
場
南
部
地
区
）。

④ 

公
共
下
水
道
と
の
統
合
は
。

⑤ 

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長　

① 

平

成
７
年
に
納
場
北
部
・
南
部
、

堅
倉
北
部
・
南
部
・
竹
原
、

巴
南
部
・
中
部
・
北
部
を
計

画
し
、
平
成
15
年
に
梶
無
地

区
を
追
加
し
、
９
地
区
を
全

体
計
画
と
し
て
き
た
。

② 

花
野
井
、
栗
又
四
ケ
地
区

と
と
も
に
野
田
、
竹
原
地
区

の
整
備
を
進
め
る
。

③ 

公
共
下
水
道
へ
計
画
変
更

し
、
法
手
続
き
を
進
め
、
早

期
の
整
備
を
実
現
し
た
い
。

④ 

既
存
農
集
施
設
の
統
合
あ

る
い
は
公
共
下
水
道
へ
編
入

し
て
い
く
な
ど
の
方
策
を
検

討
す
る
。

⑤ 

地
域
特
性
や
経
済
性
等
に

十
分
配
慮
し
、
整
備
手
法
や

整
備
地
域
の
優
先
度
を
し
っ

か
り
選
択
し
事
業
を
推
進
し

て
い
く
。

Ｑ  

今
年
10
月
に
全
国

ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ミ
ッ
ト
が

小
美
玉
市
で
開
催
さ
れ
る

が
、
事
業
内
容
と
そ
の
準

備
に
つ
い
て
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
サ

ミ
ッ
ト
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ミ
ッ
ト
と
イ
ベ
ン
ト
サ
ミ
ッ

ト
の
２
本
立
て
で
開
催
予

定
。
先
進
自
治
体
、
企
業
の

事
例
発
表
や
情
報
交
換
会
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
全
国
の
ご
当
地
ヨ
ー
グ

ル
ト
を
集
め
た
試
食
即
売
会

や
参
加
自
治
体
、
企
業
等
の

展
示
即
売
会
な
ど
を
柱
に
企

画
を
し
て
い
る
。
現
在
は
、

実
行
委
員
会
開
催
に
先
立
っ

て
市
内
各
分
野
の
青
年
層
が

集
い
、
企
画
、
提
案
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
。

Ｑ  

小
川
南
小
学
校
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
計
画
は

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て

い
る
か
。

Ａ  

教
育
長 　

運
行
計
画

は
、
小
美
玉
市
立
小
中
学
校

規
模
配
置
適
正
化
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
統
合
準
備
委
員

会
の
行
っ
た
調
査
検
討
を

も
と
に
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
支
援
対

象
は
、
遠
距
離
通
学
と
し
た

３
キ
ロ
以
上
の
児
童
と
し
た

が
、
通
学
班
体
制
や
安
全
対

策
等
、
距
離
の
み
で
画
一
的

に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
利
用
範
囲
は
３

キ
ロ
以
上
の
行
政
区
と
し

た
。
ま
た
、
利
用
者
の
負
担

に
つ
い
て
は
、あ
り
ま
せ
ん
。

２
年
度
に
わ
た
る
統
合
準
備

委
員
会
の
検
討
結
果
を
尊
重

し
、
保
護
者
へ
の
説
明
と
理

解
を
図
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
市
内
に
お
け
る
、
土
地

の
埋
め
立
て
に
つ
い
て

計画変更も含め、できるだけ早期の整備を実現したい

 下水道事業の今後の計画、見通しは？

幡  谷  好  文

荒  川  一  秀

全国ヨーグルトサミット in 小美玉で地方創生を

各種団体と連携のもと、成功に向けて前進する
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先
進
地
に
学
ぶ

　

   　
　
　
　
　

    ~~~  

研
修
視
察
の
報
告  ~~~

　

議
会
全
体

◆
視
察
日
…
30
年
1
月
25
日
～
26
日

◆
議
員
…

　

藤
井
敏
生
・
荒
川
一
秀
・
戸
田
見
成

　

笹
目
雄
一
・
関
口
輝
門
・
小
川
賢
治

　

福
島
ヤ
ヨ
ヒ
・
岩
本
好
夫
・
長
島
幸
男

　

幡
谷
好
文
・
石
井　

旭
・
植
木
弘
子

　

木
村
喜
一
・
鈴
木
俊
一
・
村
田
春
樹

◆
研
修
先
・
内
容

　「
転
入
・
定
住
・
家
族
の
絆
応
援
助
成

金
事
業
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）

　

人
口
規
模
と
人
口
構
造
を
適
切
に
維
持

し
、
地
域
の
活
性
化
と
家
族
の
絆
の
再
生

を
図
る
た
め
に
、
若
い
世
代
の
持
ち
家
取

得
に
よ
る
転
入
・
定
住
者
に
助
成
金
を
交

付
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
、
研
修
し
ま
し

た
。

　「
宇
治
茶
の
普
及
と
お
も
て
な
し
の
心

の
醸
成
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　（
京
都
府
宇
治
市
）

　

ど
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
こ
の
条
例
が
制
定
さ
れ
た
の
か
、
ま

た
、
宇
治
茶
の
普
及
の
取
り
組
み
や
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
な
ど
に
つ
い
て
、
研
修
し
ま

し
た
。

　　視察報告

   大和郡山市にて

   築城基地にて

正
副
議
長
、
委
員
長
、
議
会
運
営
、

百
里
基
地
・
茨
城
空
港
対
策
合
同

◆
視
察
日
…
２
月
15
日
～
16
日

◆
議
員
…

　
　

市
村
文
男
・
藤
井
敏
生
・
荒
川
一
秀

　
　

笹
目
雄
一
・
関
口
輝
門
・
長
島
幸
男

　
　

石
井　

旭
・
植
木
弘
子
・
鈴
木
俊
一

　
　

村
田
春
樹

◆
研
修
先
・
内
容

　
「
基
地
対
策
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　（
福
岡
県
行
橋
市
）

　

航
空
自
衛
隊
基
地
が
所
在
す
る
小
美
玉

市
は
、
戦
闘
機
の
訓
練
な
ど
に
よ
る
騒
音

被
害
や
航
空
機
事
故
へ
の
不
安
を
日
常
的

に
感
じ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

本
市
議
会
と
し
て
、
安
全
、
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
有
益
な
情
報
の
収

集
や
要
望
活
動
に
努
め
る
た
め
「
行
橋
市
」

の
基
地
対
策
の
取
り
組
み
や
基
地
対
策
関

係
補
助
事
業
の
利
活
用
策
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。

基
地
の
「
運
用
状
況
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　（
航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
）

　

築
城
基
地
で
は
戦
闘
機
運
用
状
況
や
、

基
地
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
広
報
ラ

ジ
オ
の
配
信
や
防
衛
講
座
、
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
住
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
理
解
を

得
る
た
め
の
取
り
組
み
の
他
、
地
元
観
光

協
会
と
レ
ト
ル
ト
「
隊
員
食
堂
カ
レ
ー
」

を
共
同
で
商
品
化
す
る
な
ど
、
基
地
と
周

辺
自
治
体
が
共
存
共
栄
す
る
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
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　一部事務組合

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　所管事務：水道
　　　　　　　　　　　　構成市町村
　　　　　　　　　　　　石岡市・小美玉市（玉里地区）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

予算額 前年度比較
金額 増減率

収益的（収入） 1,679,917 1,665,623   0.9％

収益的（支出） 1,634,804 1,608,162   1.7％

資本的（収入） 　18,887      12,529 50.7％

資本的（支出）  603,470    560,806  7.6％

湖北水道企業団
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　所管事務：斎場
　　　　　　　　　　　　構成市町村
　　　　　　　　　　　　石岡市・かすみがうら市　
　　　　　　　　　　　　　　小美玉市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

予算額 前年度比較
金額 増減率

歳入・歳出 186,869 211,594 △ 11.7％

負担金 予算額 構成比率

小美玉市    45,922 33.60％

石岡市    67,281 49.23％

かすみがうら市    23,462 17.17％

石岡地方斎場組合

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　所管事務：ごみ処理　　
　　　　　　　　　　　構成市町村
　　　　　　　　　　　　茨城町・小美玉市（美野里地区）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

予算額 前年度比較
金額 増減率

歳入・歳出 584,451 592,986 △ 1.4％

分賦金 予算額 負担割合

小美玉市 201,072 45.96％

茨城町 236,448 54.04％

茨城美野里環境組合
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　所管事務：ごみ処理
　　　　　　　　　　　　構成市町村
　　　　　　　　　　　　石岡市・かすみがうら市・ 茨城町
                                                       小美玉市（小川・玉里地区）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

予算額 前年度比較
金額 増減率

歳入・歳出 2,157,400 743,300 190.2％

負担金 予算額 負担割合

小美玉市     406,294 26.86％

石岡市      667,941 44.15％
かすみがうら市      256,942 16.98％

茨城町      181,623 12.01％
※ H33.4 ごみ処理の広域化による供用開始を予定しています。

霞台厚生施設組合

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　所管事務：し尿処理
　　　　　　　　　　　　構成市町村
　　　　　　　　　　　　水戸市・笠間市・茨城町
　　　　　　　　　　　　　　小美玉市（美野里地区）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

予算額 前年度比較
金額 増減率

歳入・歳出 235,515 230,653 2.1％

分担金 予算額 構成比率

小美玉市 44,710 20.86％

水戸市 37,115 17.32％
笠間市 67,700 31.58％
茨城町 64,817 30.24％

茨城地方広域環境事務組合 　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　所管事務：し尿処理
　　　　　　　　　　　　構成市町村
　　　　　　　　　　　　土浦市・石岡市・かすみがうら市
　　　　　　　　　　　　　　小美玉市（小川・玉里地区）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

予算額 前年度比較
金額 増減率

歳入・歳出 644,173 659,273 △ 2.3％

分担金 予算額 構成比率

小美玉市 151,049 24.09％

石岡市 333,746 53.22％
かすみがうら市 118,446 18.89％

土浦市   23,829   3.80％

湖北環境衛生組合
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クイズ・声クイズ・声

　 第４７回プレゼントクイズ　　＊答えは議会広報第 49 号の中にあります。
　
　問題は 3 つです。答えを書いて、下記の応募方法によりお送りください。正解した方の中から抽選で
10 名の方に、「キャトル・セゾン」（四季の里 内）のお食事券 1,000 円分をプレゼントします。たくさ
んのご応募をお待ちしています。

　　問 ① ３月定例会で一般質問を行った議員は○○名？
　　問 ② 平成 30 年度の一般会計の当初予算額は○○○億円？
　　問 ③ ３月９日の一般質問の傍聴者は○○名？ 

　◇応募方法
　　　はがき・ＦＡＸ・Ｅメールにて、住所・氏名・クイズの答えを明記してご応募ください。
　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想を併せてお寄せください。
　◇応募〆切
　　　平成 30 年５月 24 日（木）まで　＊当日消印有効
　◇応  募  先
　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉 835　“ 小美玉市役所　議会事務局 ” 宛
　　　　　ＦＡＸ：0299-48-1199　Ｅメール：gikai@city.omitama.lg.jp
　　　　　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません｡

　   第 46 回クイズの当選者
　３２通のご応募をいただきました。
   当選者は以下の方々です。
　　佐藤　耕子さん　　平泉美代子さん
　　関　由枝子さん　　吉倉　一郎さん
　　常島恵美子さん　　吉田　良枝さん
　　八文字善一さん　　小林　つるさん　　　
　　清司　泰也さん　　田村　美紅さん　

第 46 回クイズの正解
問① 12 月定例会で一般質問を行った議員は○○名？ 　 
  [ 答 → 12 名 ]
問② 今定例会で終了したのは「地域医療対策特別委員
　　会」と「議会○○推進特別委員会」？
 [ 答 → 改革 ]
問③ 表紙の写真は「第 11 回 小美玉市○○○議会」？  
   [ 答 → 子ども ]

皆さんから寄せられた声です～クイズ応募者、傍聴者の方から寄せられた声を掲載しています～

► 常陸太田市の様に「住みたい町」になる様に期待しています。少子高齢化の波は他人事ではない
のです。具体的な政策をお願いします。（西郷地・男性）
► 毎回議会だよりを楽しみにしています。特に一般質問のＱ＆Ａは，市内のことがいろいろわかっ
て興味をもって拝読しています。10/20 ～ 21 の「ヨーグルトサミット in おみたま」には、是非参
加したいと思いました。（羽鳥・女性）
► 毎回読ませていただいてます。中・高生が政治を学ぶのに最も身近な方法だと思うので、傍聴に
ついてある程度記載していただきたい。（羽鳥・男性）
► 防災訓練に参加した息子が防災士の資格をもっていた。議員と一緒に訓練をともにしたが、本紙
でその方が防災に関連する質問をしていて感心してた。本紙を身近に感じた。（上玉里・男性）
► 表紙（第 48 号）の子ども議会に参加された皆さん緊張されたと思いますけど，良い経験をされた
と思います。大人になった時、きっと素晴らしい心の財産になると思いました。（羽鳥・女性）

　　　
　　　　　ご意見・ご感想をお待ちしています　
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  平成 30 年３月定例会環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。
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■  議長 通信  ■

●２月 21 日：第４回 TX 延伸に関する検討会議

　参加７市（つくば市・土浦市・かすみがうら市・
石岡市・小美玉市・行方市・鉾田市）の正副議長が、
小美玉市議会に集まり、TX（つくばエクスプレス）
の茨城空港延伸についての期成同盟会を平成３０年
度設立に向けて検討しました。
　今回、設立総会を平成３０年５月７日に開催する
ことで決定し、開催会場・出席者（招待者）・次第な
どについても協議決定しました。

百里基地・茨城空港対策特別委員会
　　正副委員長が改選されました。

　平成 30 年第 1 回定例会（H30.3.12 の百里基地・
茨城空港対策特別委員会）において、正副委員長の
辞職により選挙が行われ、互選により荒川一秀委員
長、植木弘子副委員長に改選されました。

　　　　　委  員  長　荒川　一秀　議員（右側）
　　　　　副委員長　植木　弘子　議員（左側）

委員：笹目雄一・関口輝門・大槻良明・藤井敏生
　　　長島幸男・石井　旭・鈴木俊一・村田春樹

◆ 次の定例会は、５月 31 日（木）
　  開会の予定です！

定 例 会
日 程 会議等の主な内容

傍　聴

可　否 モニター
中　　継

5 月 31 日
（木）

本会議
（開会、議案説明） 可 有

6 月 6 日
（水）

本会議（～８日）
（一般質問、議案質疑） 可 有

11 日
（月）

常任委員会（～ 13 日） 要確認 無

18 日
（月）

本会議
（報告、採決、閉会） 可 有

＊議場（市役所本庁舎 3 階）での傍聴には、簡単な受付

（氏名・住所等の記入）が必要です。

＊委員会等の詳しい日程については、５月 29 日に開催

する議会運営委員会で協議します。議会事務局までお問

い合わせください。

＊傍聴は人数制限等によりお断りする場合があります。

あらかじめご了承ください。

＊定例会中の本会議（一般質問など）は、同時放映を行っ

ております。本庁舎、小川総合支所、玉里総合支所の 1

階ロビーに設置されているＴＶモニターでご自由にご覧

いただけます（受付は不要）。

▲就任のあいさつをする正副委員長

　▲ 第４回 TX 延伸に関する検討会議にて
　　　　　　　　　　　　挨拶をする市村文男議長
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